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要旨 ：言語性の 意味理解力障害を認め る小児の 臨床像 に つ い て検討 した。言語性意味理解力障害が

疑 わ れ た 15 名 を対象 に ， 各種神経心 理 学的検 査 と SPECT に よ る 局 所脳 血 流量 の 測定 を行 っ た 。

その 結果 ， 神経心理学的検査 で は言語性の 課題 に お い て 同年齢 の 健常児 に 比 して 低得点 で あ っ た。

また，非 言語性 の 意味理解 は可能 で あ っ たが ， 言語性の 意味理 解力に障害 を認め た。意味理 解力障

害は聴覚的過程，視覚的過程 の い ずれ に も生 じて い た 。復唱 や 者読 と い っ た音韻処理 課題 は良好 で

あ っ て も意味理 解力 が 低下 し て い た こ とか ら
， 音韻処理能力 と 意味処理能力に乖離が あ る と考え ら

れ た 。

　各症例に共通 した局所脳血流量 の 低下部位は左大脳半球側頭葉だ っ た。左 側頭葉損傷 に よ る 成 人

失語症例 に お い て も言語性 の 意味理 解力障害 が 生 じ る こ とが 知 られ て お り， 後 天性 の 損傷例 の 病巣

と類似 した部位 の 機能低 「に よ っ て言語性の意味理解力「璋害が 出現 し て い る こ とが 示唆され た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （失語症研究 22（2）：122〜129，2002）
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は じ め に

　 言語の 発達の み に特異的な遅れ を示 す障害児 の

中で も，臨床上 ，言語性 の 意味理 解力障害 を認 め

る児童 に 出会 う機会は比較的多い
。

こ の ような児

童 は文水準の 発 話の 表 出が 可能な こ とか ら， そ の

障害が見落 と さ れ が ち で あ るの か ， 普通小学校 に

入 学 し，そ の 後 な ん ら特別 な配慮 もな され て い な

い こ とが 多 い 。言語 性 の 意味 理 解力 障害が あ れ

ば ， す べ て の 教科 に 影響 し，学習面 に 重篤 な遅れ

を きた すお それ が あ る。 また ，学校生活そ の も の

に つ い て い くの が 困難 に な る こ と も予想 され る 。

しか し，こ の よ うな児童の 意味理解力 に つ い て 詳

細 に 検討 した報告 は少な い （宇野 ら 1997．1999，

春原 ら 1999）。 そ こ で 本研究で は ， 言語性 の 意味

理 解力 と非言語性 の 意味理解力の乖離 ， 音韻処理

過 程 と意味処理過程の 乖離な ど の観点か ら ， 言語

性の 意味理解力障害 を認 め る児童の 臨床像 に つ い

て検 討 し た
。

1．方　 　法

　 WISC −R も し く は WISC −III
，
　 K 　 ABC

，

SLTA
，
　 ITPA

， 絵画語彙発達検査 ， オ リジナ ル

に 作成 した抽象語理 解力検査 （春原 ら 2002）の

各種神経心 理 学的検査 お よ び SPECT に よ る局

所脳 血流量 の 検討 を行 っ た 。 抽象語理 解力検査

は ， 抽 象語の理解力 を測定す る 目的で 作成 した検

査 で 45 課題 か ら な っ て い る 。 目標語 を表す絵 の

他に ， 妨害刺激 と して 目標語 と意味的 に 類似 した

刺 激 2 枚 ， 音的に 類似 した刺激 2 枚 ， 目標語 と関
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抽 象 語 理 解力検査の 1例 「親切 」

正 答

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 図 1

　抽 象 語 の 理 解 力 を測 定す る 目的で 作成 した 45 課題 か らな る 検査 で あ る。目標語 を表す絵 と，妨害

刺激 と し て 目標 語 と意味的 に類似 し た 刺激 2 枚 ， 音的に 類似 し た 刺tw　Z 枚 ， 目標語 と 無関係 な刺激

ユ枚 の 計 6 枚 の 絵 の 中か ら，検者が 読み 上 げた単語に 該 当す る絵 の 指 さ し を求 め る 。

表 1　症 例

WISC
性．別 年齢

VIQPIQ

1F1458 95

2M1180 86

3M 791113

M 8 一 804
　

　　
5M 695105

6M 656107

7F684101

8M1153104

9M 848 95

10M 876107

11F 645113

12Mll661 上1

13M 8lO2105
　　　　　

14M 761 89

15　 Mlo67 　　　108

連の な い 刺激 1枚の 計 6枚の 絵の 中か ら，検者が

読 み上 げた単語 に該当する絵 の 指さし を求 め る課

題 で あ る （図 1 ）。SPECT は ト レ ーサ
ーと し

て
99mTc −HMPAO や ECD を 用 い

，
パ ト ラ ッ ク

法 （Matsuda 　1992，
1993） に て 行 っ た

。 対 象

は
， 言語性意味理 解力障害 が疑 わ れ た 15 名で ，

男児 12 名 ， 女 児 3名 ， 6〜14 歳 3 ヵ 月 まで の 平

均 8 歳 7 ヵ 月の 小児 で あ る （表 1）。
こ の うち 6

名は幼児期 に視線が合い に くい ， こ だわ りが ある

とい っ た症状 を認め ， 広汎性発達障害ある い は 自

閉症 と診 断された が ， 評価 時に は これ らの臨床症

状 自体 は ほ ぼ消 失 して い た 。
い ずれ の 小児 も，

WISC −R もし くは WISC −IIIに て 動作性 IQ は 80

以 上 だ っ た 。 評価 不能で あっ た 1 名 を除 い た 14

名 の 言 語性 IQ は 平 均 70．1 で 動 作 性 IQ の 平 均

101．3 と比較 して有意 に低 く， そ の 差は 最大 の 症

例で 68 点に も達 し て い た 。 各症例 と も右利 きで ，

聴覚，視覚を含 む理学的所見 ， 神経学的所見 に 異

常 は認 め な か っ た 。 また ，頭部 MRI で 局所性 の

病変も認 めなか っ た 。
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　 　 　 　 　　 　 　 　 　　図 2　 SLTA

　同年代 で あ る健 常 の 小 学 2 年生 20名 の 平 均 に 比 べ て ，対象群 は 理 解

の 項目の 得点が低 下 し て い た （図 中 ↑）u

生 活 年齢 平均

語彙 年 齢平 均

ss
　 　

　　　　　 図 3　絵画 語彙発達検査結果 （11＝ 13）

　生 活年齢 の平均 が 8．03± 1．89 歳で あ っ た の に 対 し て，語 彙 年 齢

は 5．97± 1．82歳 で ， SS も平均 5．8 と低 い 結果だ っ た。

II．結　 　果

　 1 ．言語検査

　 SLTA （図 2 ）で は同年代で ある健常な小学 2

年生 20 名 の 平 均 に比 べ て
， 矢 印で 示 し た よ う に

対象群 は 理 解の 項 目の 得点が低下 して い た 。 理解
力低下は聴覚的，視覚的課題 の い ずれ に も生 じて

い た 。 絵画語彙発達検査 （図 3 ）は生 活年齢 の 平

均が 8．〔〕3± 1．89歳 で あ っ た の に対 し て ， 語 彙年

齢 は 5．97± 1．82 歳 で ，SS も平 均 5．8 と低 い 結

果だ っ た 。 抽象語理 解力検査 の 得点 も， 健常児平

均の 一1SD 〜2　SD 以 下 で あ っ た （図 4）。

　 2．言語性の意味理解力 と非言語性の 意味理解
力の 乖離

　ITPA （図 5 ）で は生活年齢 の 平均 8．3412 ．58
歳に 比 べ て

， 言語学習年齢 は 5．74上 1．26歳 と低
か っ た 。 能力 ご との 得点 は右肩上 が りで

， 非言語

性 の 課題 に 比 べ て 言語性 の 課題 が 低 か っ た。特
に

， 非言語性 の 意味理 解力を反映 す る と考 え られ

る 「絵の 理解」や 「絵の 類推」が 良好で あ っ た の

に 対 して 「こ とば の 理解」や 「こ とば の 類推」が

低得点だ っ た 。

　3 ．言語の 音韻処理過程 と意味処理 過程の 乖離

　K −ABC の 項 目 の う ち ，音読 課題 で ある 「こ と

ば の 読み 」の評価点 は平 均の 100 に 近か っ た の に
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　　　 　図 4　 抽象語理解力検査の 得点 （n ＝645）
対象児の 得点は 健常児平 均 の

一lSD か ら 2SD 以下 で あ っ た。

発 達 年 齢 ITPA 得 点
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　　　　　　　　 図 5　1TPA プ ロ フ ィ
ール （PLA 得点 ） （n ＝ 15）

　生 活 年齢の
’r均 8 ．34± 2．58 歳 に 比 べ て，高 語 学 習 年 齢 は 5．74± 1．26歳 と 低 か っ た。能

力 ご との 得 点 は右 肩 ヒが りで ，非言語性 の 課題 に 比 べ て 言語性 の 課 題 が 低 か っ た 。特 に ，
非言詰性意味理 解力 を反 映 す る と考 え ら れ る 「絵 の 理 解．1や 「絵 の 類 推 」 が 良 好 で あ っ た

の に 対 して 1
．
こ と ば の 理 解」 や 「こ と ばの 類推」 が 低得点 だ っ た 。

対 し て，「文 の 理 解」の 評 価 点 は低下 し て い た

（図 6 ）。抽象語理解力検査で も復唱 は健常児同様

い ずれの症例 も満点だ っ た が，理解課題，す なわ

ち聴覚一
指 さ し課題 で は

一2SD 以 下 の 得点だ っ

た （図 7 ）。
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4 ，局所脳血流量

保護 者お よ び本 人 の 同意 の も と に SPECT を

↑o。イ
ー一……− t’．’nvtt− tt　’．T ．mm− ．．
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行 っ た 7 例 の う ち ， 2 例の r−CBF 画像 を示 した

（図 8）。
こ の 2例 を含め 7 例 と も に 左側頭葉 の 血

流 が右 に 比 べ て 低 ドして い た 。

09

D8

07

06

50
　　　 ことばの読み　　　　　　　　文の理解

図 6 　K −ABC の 「こ と ばの 読 み 」 と 「文 の 理 解 」の

評 価点 （n ＝15）

　 1 こ と ば の 読 み 」 の 評 価 点 は 平 均 の 100 に 近 か っ た

の に 対 し て ，1文 の 理 解 」 の 評 価 点 は 低
．
F して い た 。

lll．考　　察

　近 年 ， 欧米 を中心 に言語機能の み に特異 的な障

害を示 す小児 に対 して ， 特異的 言語機能障害，特

異的言語発達障害 ， specific 　language 　impair−

IneIlt （以 下 SLI） と い う用語 が 用 い られ，さ ま

ざまな研究 が 報告 され て い る （Leonard　 1998，

Bishop ら　200〔｝，
　 Bedore ら　1998 ，

　 Brinton ら

1998 な ど）。わ が 国で も こ の 用語 が徐々 に 定着 し

つ つ ある （宇 野 ら 1999
， 大石 ら 2001）。 SLI の

定義 は ，言語発 達が健常児 よ りも遅 れ て い る が，

そ の 要因が 知 的発達 の 遅 れや環境要因 ， 神経学的

疾患な ど に よ る もの で な い
， あ る い は それ ら の 要

因で は 説明が つ か な い 特異 的 な障害 とされ て い

る。SLI は，わ が国の 文部科学省や米国 の 障害 者

教育法の 定義に ある ， 聞 く， 話す とい う言語 の 理

解 や表 出に 障害 を示す タイ プ の 学 習障害 （LD ）

の
一

群 と ほ ぼ 同義 と考 え られ る 。 SLI は ， 大 き く

言語の 受容而 と表出面 の 障害 に 分 け られ て い る。

1 ・1〕

語

45403530252050

復唱 理解

健 常 児 （小 4n 圃 07）

害児 の 平 均

（n ＝ 7 平 均年齢93 歳〉

図 7　 抽 象 語 理 解 力検 査 に お U る 復 唱 と理 解 （聴覚
一
指 さ し｝ 課題 の 得点

　 復 唱 は健 常 児 同様 い ず れ の 症 例 も 満点だ っ た が，理 解課題 ， す な わ ち

聴覚 　指 さ し課題 で は
一2SD 以 下 の 得点だ っ た 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 図 8 　SPECT

　上段 は 9 歳男児，下段 は 6歳女 児 で あ る。い ずれ も左側

頭 葉 の 血流が 右 に比べ て 低下 して い た 。 血流低下部位を矢

印で 示 した 。

一
方，

Rapin （1985）は SH に い くつ か の タ イ プ

分類 を試 み ， そ の 中 の 1 群 に semantic 　 prag −

matic 　syndrome と い う用藷 を当て た 。 こ の タイ

プ の 小児 に み られ る疣状は ， 言語の音韻の 側面 は

比較的良好 に保 たれ るが ， 意味理 解が困難で ，ま

た特に ， 比喩や 間接的な表現の 理 解が困難 で あっ

た り， 会話 で の 役割 の 理 解が う ま くで きな い な

ど， 語用面 に 障害 を示 す と さ れ て い る （Rapin

l985）。 わ が 国で も こ の タ イプ の 小児の 報告が い

くつ か 見 られ て い る （長畑 1989， 宇野 ら 1997，

春原 ら 1999）が ， 今回の 報告例 も こ の タ イ プ に

含まれ る可能 性が ある 。 しか し， 言詰性の 意味理

解力障害が あ り単語の 意味理解が十分 に で きなけ

れ ば ， 語用 面に 障害が 出る こ とは い わ ば当然 と も

考 え られ る 。 した が っ て ， 語用面の み に限定 さ れ

る 障害 を認 め るの か 否か に つ い て は ， 慎重 な評価

が必要 と思わ れ る 。

　意味理解力 は ， 大 き く言語性 と非言語性に 分 け

る こ とが で き る と考 え られ る。非言語性の 意味 と

は ， 林檎を見て ， た と え 「り ん ご」 と い う こ とば

と結 びつ か な くて も ， それが 果物で あ っ た り， 丸

くて赤 い 食べ 物 で あ っ た り， と い う概念自体 は理

解で き る と い う こ と で ある 。

一
方 ， 言語性 の 意味

とは ， 「りん ご」 と聞 い た り， 「りん ご」と い う文

字を読 ん で ， りん ご に 対応 す る概念が 想起 され る
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とい うこ とで ある。言い 換えれ ば ， 言語性の意味

理 解力 とは ， 聴覚的 に認識 した音韻 ある い は文字

を意味に 変換す る過程 と考 える こ とが で きる 。 音

韻 の認識や文字の認知が正 し くなけれ ば正 し く意

味に変換す る こ とが で きな い 可能性が ある 。 した

が っ て，正 し く復唱 や音読がで きな い 場合 ， 意味

理解力 を論 じ る こ とは困難 となる 。

　今回報告 した言語性意味理解力障害が疑 われ た

児童 は ， SLTA や 絵 画語彙発 達検 査 ， 抽象語理

解力検査な どの 言語検査で
， 同年代の 健常児に 比

べ て 得点が低下 して い た 。
ITPA に示 さ れた よ う

に非言語性 の 意味理解 は可能で あ っ た こ と か ら
，

意味理解力障害 は言語の み に 生じて い る と考 えら

れ た 。 さ ら に ， SLTA に み られ た よ う に 意 味理

解力障害 は聴覚的過程に も視覚的過程に も生 じて

い た 。 復唱や音読 と い っ た音韻処理過程 は良好で

あ っ た に もか か わ らず意味理 解力が低下 して い た

こ とか ら， 音韻処理能力 と意味処埋能力 に 乖離が

ある と考 えられ た 。

　局所脳血流量の
， 各症例に共通 した低下部位 は

左大脳半球側頭葉 で あ っ た 。 左 側頭葉損傷の後天

性 の 成人失語症例に お い て も意味理 解力障害が 生

じ る こ とが知 られ て お り （数井 ら 1995）， 後天性

の 損傷例 の病巣 と類似した部位 の機能低下に よ っ

て 言語性 の 意味理 解力障害が出現 して い る こ とが

示唆され た 。

　 以上か ら ， 言語性意味理解力障害の診 断の 際 に

留意す べ き点 は以下の とお りと考え られ る 。 まず

第 1 に ， 言語検査の得点が 低下 して い る こ と
， 第

2 に 知能検査や ITPA な ど で 言語性課題 の得 点

が 非言語性課題 の得点に比 べ て 低 い こ と で あ る 。

ただ し ， 視覚認知機能障害 を合併 して い る例 で は

動作性 IQ も低 くなる の で 留意す る必要が あ る と

思われ る 。 また ， 第 3 と して ， 言語検査に お い て

復唱や音読が で きて い る に もか かわ らず ， 目標語

に該 当する絵の ポイ ン テ ィ ン グや動作が困難 な点

で あ る 。

　 こ の よ うな障害 に対 し て 科学的 に 実証 さ れ た 指

導方法 は まだ な い 。 現時点で考 え ら れ る こ とは ，

患児 に対 して はわ か らな い こ と ばが あ れ ば聞 くこ

と，親 や教師 に対 し て は 質問 しや す い 環境 を整

え， わか っ た ふ りを さ せ な い よう に す る こ と が大
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切で ある 。 純粋例 の場合 ， 非言語性 の 意味理解力

は良好な た め
，

ビ デ オや写真 ， 実物 な どの活用が

有用で ある。 また ， 具体的場 面 と こ とば とが結び

つ きや す い よ うに ， さ まざまな体験 を させ る こ と

な どが重要 と思わ れ る。さ らに
， 失語症 の 訓練 に

用 い られ て い る ような，絵 と文字単語，絵 と文の

マ ッ チ ン グ
， 文章完成課題 な どの 訓練法 も活用で

きる可能性が考 え られ る 。 今後，実証的な訓練 ，

指導方法の確立 が 望 まれ る 。
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Children with  developmental specific  disorder of  linguistic semantic  processmg

         Noriko  Haruhara""''"* Akira  Uno*"'"'  Masato  Kaneko*"'*""

                    Makiko  Kaga""'*' Hiroshi Matsuda""'

   Neuropsychologycal  evaluations  were  performed  in 15 children  who  were  suspected  to have  a

disorder in the precess oi  comprehending  linguistic meaning.  Regional cerebral  blood flow (r-CBF)

was  also  studied.  These children  had low gcores on  the linguistic tests compared  with  normal  children

of  the same  age.  Although they could  understand  non-linguistic  meaning,  they  had  difficulty in

understanding  linguistic meaning.  The disorder involved both auditory  and  visual  processes. Even if

these children  could  repeat  verbal  information and  read  aloud  relatively  well,  they could  not  under-

stand  the  meaning  of  what  was  spoken  or  read.  It was  thought that there was  a  discrepancy between

phonological and  semantic  ability.  A  common  decrease lesion of  r-CBF  to each  case  was  the left

temporal  lobe that  was  known  to cause  the semantic  disorder in acquired  adult  aphasia.
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